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特

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
桜
の
里
開
設
十
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
利
用
者
様
を
は
じ
め
ご
家
族
の

皆
様
、
′
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
関

係
機
関
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
は
ご

協
力

。
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

桜
の
里
で
は
、
水
上
村
が
福
祉
施

設
利
用
の
待
機
者
ゼ

ロ
を
目
指
す

「地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」

の
開
設
事
業
者
指
定
を
受
け
、
現
在

建
設
工
事
中

で
あ
り
ま
す
。
定
員

二
十
九
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
あ
り
、
既
存
施
設
で
運
営
し
て
い

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
な
ど
を
連
携
さ
せ
、 老

人
ホ
ー
ム
　
桜
の
里

事
務
長
　
来
↑
　
一艮
一

格

総
合
的
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活

圏
内
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
と
し
て

の
役
割
を
担

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
当
施
設
理
念

「信
頼
」
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
利
用
者
様

。
ご

家
族
の
皆
様
そ
し
て
地
域
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
地
域

の
福
祉
に
貢
献
で
き
る
よ
う
職
員

一

同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
指
導

。
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に

と
っ
て
本
年
も
良
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
封
一

，
Ｔ

，

特別養護老人ホーム

桜 の 里
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欝

欄
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信

頼

私
た
ち
は
利
用
者
の
方
、

ご
家
族
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る

安
全
で
賃
の
高

い
介
護
を

提
供

い
た
し
ま
す
。

尊

重

利
用
者
の
皆
様
の
人
洛
を

尊
重
し
、
常
に
相
手
の
計

立
場
に
立

っ
て
快
迪
な

生
活
が
過
ご
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
　
　
　
・

た
の
こ
も

っ
た

環
坑

づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。
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毅

二
十

四
日
は
ク

リ

ス

マ
ス

か
ら
利
．用
者
様
と
職
員
手

う

塚
ヤ
ス
ヶ
ｌ
キ
を
作
り

夕ヽ
■
ス
マ
ス
会
に
向
け
て

い
ま
し
た
。

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

員
年
一一一
る

「組
み
体
操
」

ゞ
メ
一イ
ン
は
ポ

ラ
ン
テ
ィ

い
た
だ
い
た
、
水
上
村

Ｓ摯「“‐数な“什輔いけ制

た
。

雌
ｔ
物
の
後
に
は
、
手
作

ズ
マ
ス
ケ
ー
キ
を
全
］日で

●●場■ 議   '・

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
の

方
に
も
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
屋

内
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
で
行

い
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者

の
皆
様
が
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

桜
の
里
家
族
会
会
長
の
永
井
登
様

も
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
元
気
よ
く
餅

を
つ
い
た
後
、
女
性
ご
利
用
者
の
皆

様
に
餅
を
丸
め
て
頂
き
ま
し
た
。

例
年
に
も
増
し
て
賑
や
か
な
餅

つ

き
会
と
な
り
ま
し
た
。

岩
野
小
学
校
で
の

．

一
み
か
ん
狩
り

・　
　
　
　
　
　
　
平
成
２５
年
Ｈ
月
２０
日

今
年
も
岩
野
小
学
校
の
校
庭
に
あ

る
幸
野
み
か
ん
の
木
に
み
か
ん
が
た

く
さ
ん
実
り
ま
し
た
。

晴
天
で
こ
の
季
節
と
し
て
は
暖
か

い
陽
気
の
中
、
桜
の
里
の
ご
利
用
者

様
達
は
か
ご
い
っ
ぱ
い
の
み
か
ん
を

岩
野
小
学
校
の
生
徒
た
ち
と

一
緒
に

刈
り
取

っ
て
大
喜
び
で
し
た
。
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お世話にFJL「ました′Fftランテイアの皆様
毎月、様々なボランティア団体様が歌や踊り、ご利用者の皆様とのふれあい活動
などで訪問されています。皆様、大変ありがとうございます !

山中社中 (水上村)様
(平成25年 ¬0月 22日 )

麦の会様
(毎月)

Ｌ湯
前
町
民
生
委
員

ざ

施
設
見
学平

成
２５
年
１１
月
１２
日

湯
前
町
か
ら
民
生
委
員
の
皆
様
に

よ
る
桜
の
里
訪
間
が
行
わ
れ
ま
し

た
。施

設
を
見
学
さ
れ
た
後
は
、
湯
前

町
か
ら
の
利
用
者

の
方
々
と
の
ふ
れ

あ

い
の
時
間
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、

音
話
に
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

様
と
行
政
の
介
護
保
険
担
当
者
様
、

地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
の
皆
様
を

桜
の
里
に
お
招
き
し
、
桜
の
里
で
初

め
て
の

「在
宅
介
護
者
交
流
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団

体

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
様
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

披
露
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
桜
の

里
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に

よ
る
事
業
内
容
の
説
明
と
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
目
的
で
あ
る
在

宅
介
護
者
と
行
政
担
当
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
と
の
懇
談
会
を
、
昼
食
を
兼
ね
て

行
い
ま
し
た
。
懇
談
で
は
、
在
宅
介

護
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
な
ど
の
相

談
は
も
ち
ろ
ん
、
懇
談
を
通
じ
て
お

知
り
合
い
に
な
ら
れ
た
ご
家
族
様
同

士
の
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
交
換
を
さ
れ
る
ご
家
族
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

永
井
登

。
桜
の
里
家
族
会
長
様
も

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
会
を
締

め
く
く
る
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
第

一
回
２
父
流
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
参
加
ご
家
族
様
か
ら

は

「他
の
家
族
や
職
員
さ
ん
と
話
す

こ
と
で
、
在
宅
介
護
の
不
安
や
悩
み

が
軽
く
な

っ
た
。

」
、
「利
用
者
と
同

じ
食
事
が
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
。

毎
年
開
催
し
て
ほ
し
い
。

」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

永井家族会会長様
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1¬ 月 5日
 零撃房キモは例年にもまして大きくて甘

いさつまいもがたくさん採れました。

新年の恒例行事の一つです。皆様、
とうにお上手ですね !

ほ ん

湯前町にある浄土真宗本願寺派・明導寺
ご住職の藤岡教顕先生に講話をいただき
ました。福祉に携わる私たちにとって、
大変心に響くお話でした。

日本のトップランナーを目の当たりにし
て、「早いつ !」 ご利用者様も職員も一同、
驚きと感激の表情でした。

1昨■二lm‐
今年t晴れて成人を迎えたのは、ショー
トステイ桜の里・小村大介さん (①)と
グループホーム桜の里・川辺崇晶さん
(②)です。イケメン(?)の 二人。

ていただきました。お正月には鏡餅の飾
りにしたり、こ利用者様のおやつとして、
皆様にたいへん喜ばれました。

___■ _二 _i二 _ヽ11■・ ‐  ́ ヘ
12月 22日 に幸野地区子供会の皆様が、
お手製のクリスマスケーキをグループ
ホームにプレゼントしてくださいまし
た。ご利用者様、職員も感謝感激です !

供と作業のご協力をいただき、施設長、

事務長、デイ送迎担当・東さん4人で寒
風吹きすさぶ中製作作業を行いました。

桜の里にはこ利用者様のご家族が毎
日のように面会に来られています。
皆様ほんとにいい笑顔です !

平成261曇1月 :
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一珊
馴
一̈里
画
圃
胴
卿
２

グループホーム消防訓練が　　所内研修を兼熱巌轍鎌嚇相い　
　
一一

十

一
月
二
十
五
日
に
上
球
磨
消
防
署

　

桜

の
里
内

の
地
域

の
立
ち
会

い
の
も
と
行

わ
れ
ま
し

　

行
わ
れ
ま
し
た
。

た
。

分
で
歩

　

中石
」
硼
機
榊

（
防

燿
諌
け
嗣
檄
漁
帥
”

　

　

峠
螂

グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
自
¨

く
こ
と
が
で
き
る
ご
利
用
者
様
が
多
　
下
４
名
の
署
員
様
に
よ
リ
ス
ラ
イ
ド
　
　
　
の

く
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
職
員
　
を
使

っ
た
救
命
処
置
等
の
説
明
後
、　
　
　
華
瞬

Ｈ
榛
抑
け
動
中
絆
鰤
］
］
山
一
韓
輌
　
一
嚇
『
榊
け
一
¨
一
一
神
ｒ

獄
渕
餞

　

　

臨

磨
消
防
署
の
皆
様
、
今
回
も
あ
り
が
　

き
る
よ
う
福
祉
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
　
　
　
入
マ

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
し
て
今
後
も
訓
練
を
重
ね
ま
す
。

上
球
磨
消
防
署
救
急
隊
の
皆
様
、

幹渕̈
ぎ嚇罐一誠にありがとう　　　・・ソ

・千・ム
　　　一一一・一．・一一一一一一一一

―

Ｉ

Ｊ

》

　
　
　

・・ 一一
一一一一一一一一一一一

一一苺口　　　二．．‐「一〓“
(食事の介助 )」 についてお伝えしますc

食事介動中に注意すること
お茶や汁物などを上手に交えながら□内を潤わせ誤噺を防

ぎましょう。

介助する側のペースではなく、本人のペースを尊重 しま

しょう。

一回に□に運ぶ食事の量は本人に確認 しながら調整 しま

しょう。

食後の介動
入れ歯を外 して□内をすすぎましょう。

□の周りや手をきれいに拭いてあげましょう。

すぐに横にさせず、無理のない範囲でしばらく座つたまま

の状態でいてもらいましょう。

桜の里居宅介護支援事業所

猪原 清

´
コ
，／

ノ

二
二
‘‐コ

「
け

【食事】

食事介動の準備
排泄やオムツ交換を済ませ、すつきりとした気持ちの良い

状態にしておきましょう。

寝起きの場合はしつかり目覚めて意識がはつきりしている

状態にしましょう。

食べる時の姿勢が大切です。むせたり誤嚇しない姿勢を作

りましょう。

必要であればエプロンを付けたり、ぬれタオルを準備 しま

しょう。

室温に気を付け、寒い時は上着を羽織つたり足元を温めま

しょう。

手を洗つたりタオルで手を拭き、清潔な状態で食事をしま

しょう。

調理の工夫・ 心が減

消化の良い物、柔 らかくて食べやすい物を中心に考えま

しょう。

食材によつては細かく刻んだリミキサーにかけて食べやす

くします。

むせやすい方の汁物や水分には トロミを付けるなどの工夫

をしましょう。

熱すぎたり冷たすぎる状態の料理は避けましょう。
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桜
の
里
一月
駅
伝
大
会

平
成
２６
年
１
月
２６
日

今
年
も
我

が
桜

の
里
チ
ー
ム
は

「
ゼ

ッ
ケ

ン
４０
番
」
を
胸
に
参
加

い

た
し
ま
し
た
。

職
員
の
ご
家
族
様

（竹
本
拓
斗
さ

ん
、
猪
原
信
吾
さ
ん
、
中
村
香
月
さ

ん

。
廉
さ
ん
、
豊
永
龍
徳
さ
ん
）
も

選
手
と
し
て
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し

た
。今

年
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
の
桜

の
里
チ
ー
ム
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
タ
ス
キ
を
最

後
ま
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
今
回
は
諸

事
情
に
よ
リ
オ
ー
プ
ン
参
加
に
な
り

順
位
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
沿

道
に
は
桜
の
里
の
利
用
者
様
と
職
員

も
駆
け
付
け
て
大
き
な
声
援
を
送

っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
今
年
同
様
頑
張
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
様
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

相談、計画担当、居宅介護支援部門
今回紹介するのは、ご利用者、ご家族様からの相談対応や所内研修・実習企画、
行政機関や関係事業所との連携窓□にあたる相談・介護支援専門員の部門です。

(写真左)椎 葉智美生活相談員。施設入所に関し、

ご利用者様ご家族様からの相談に対応するほか、所

内各研修・会議の企画運営、施設実習の受け入れ調

整、その他入所 (短期入所を含む)に関する調整を

行うなど多岐にわたる業務をこなします。

(写真中)黒 崎介護副主任。ユニット入所・短期入

所ご利用者様の介護計画を立てたり、所内各研修の

企画運営、及び職員の介護業務に対する指導を行う

施設介護の要です。

(写真右)居 宅介護支援事業所・猪原管理者です。

在宅介護に関するご家族様からの相談窓□で、在宅

介護サービス計画を作成したり、関係機関との連絡

調整もおこないます。

平
成
２５
年
１０
月
以
降
に
桜
の
里

ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
入
り
を
し
た
職

員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

な
お
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、

①
桜
の
里
で
の
所
属
部
署

②
現
住
所

（出
身
地
）

③
年
齢
、
家
族
な
ど

④
趣
味
、
特
技
な
ど

⑤
仕
事
に
対
す
る
抱
負
で
す
。

な
が

た
　

えヽ
　
り

永
田
恵
里

①
特
養

（西
町
）

②
多
良
木
町

（多
良
木
町
）

③
‐９
歳
、
独
身

④
ド
ラ
イ
ブ
、
立
日
楽
鑑
賞
、
お
か
し
作
り

⑤
早
く
仕
事
を
覚
え
て
ご
利
用
者
の
方

や
職
員
の
皆
様
と
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

く

ろ

き

し

ょ
う

ご

黒
本
翔
吾

①
特
養

（南
町
）

②
湯
前
町

（湯
前
町
）

③
２２
歳
、
既
婚

（も
う
す
ぐ
子
供
が
生

ま
れ
ま
す
。
）

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ

⑤
利
用
者
の
方
、
職
員
の
名
前
を
早
く

覚
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

月 ボランテイア※ 特男り養護老人ホーム桜の里 デイサービス桜の里 グループホーム桜の里

2月
慈光保育園 (湯前町)

麦の会 (湯前町他)

消防訓練
節分豆まき

消防訓練
節分豆まき

節分豆まき

3月
ジ∃イフル野菊 (多良木田])
麦の会 (湯前町他 )

桜花見 ドライブ 桜花見 ドライブ 桜花見ドライブ

4月
ひまわりの会 (湯前町)

麦の会 (湯前町他 )

新卒職員入社式 つつじ花見 ドライブ
消防ヨ1練

つつじ花見 ドライブ

5月 麦の会 (湯前町他 ) 母の日行事
母の日行事
菖蒲花見 ドライブ

母の日行事
菖蒲花見 ドライブ

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ご家族様ヘ


